
法人名 社会医療法人社団三思会 事業所名 看護小規模多機能型居宅介護事業いわしぐも

所在地

事業所自己評価
　　実施日 平成31年1月9日 従業者自己評価

　　実施人数 　　（17人）　※管理者を含む

実施日 平成31年3月28日
出席者人数

　(合計)
　（     人）　　※自事業所職員を含む

出席者
　□自事業職員　(4人）　　　　　□市町村職員　（　1人）　　　　□地域包括支援センター職員　(1人)　　　　□地域住民代表
(3人）
　□利用者および利用者家族　(1人)　　□知見を有する者　(1人)　　□その他　（　　人）

【自己評価の実施概要】

【運営推進会議における評価の実施概要】

神奈川県厚木市戸室1丁目29番1号

運営推進会議における評価【H30年度】
【事業所概要】

【事業所の特徴、特に力を入れている点】
医療・介護・福祉全体の関わりを必要とする方に対し、軽度～重度、看取りまでの対応を「一つの拠点」から「一体的なサービス」を「なじみの職員」が提供する。
訪問看護ステーションもみじと一体型2枚看板で運営しており、登録者以外のご利用者や障がいがある方、医療保険対応の訪問看護も行っている。
職員の中には、認知症専門士がおり、認知症ケア実践者研修修了者も計画的に派遣しているため、認知症がある方の対応も可能である。
事業所は、介護職の特定行為が実施可能な認可を受けており、介護職は特定行為研修修了者が殆どである。
また、タクティールケアの有資格者がいるため、付加サービスとしてのケアを行う事が出来る。
さらに、法人内の病院には「摂食嚥下療法課」があり、連携が執れている為、摂食嚥下訓練の対応も行う事が出来る。
ご利用者の生活視点でケアプランや看護・介護計画、手順書を作成し、多職種で行う総合マネジメントカンファレンスをベースとした評価・修正をこまめに行って
おり、個別性を踏まえた看護・介護を実践している。


